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研究成果の概要（和文）：国内各地で調査を行い、成虫ならびに幼虫の標本を採集して、ミトコンドリアDNAの
COI領域の塩基配列を決定した。一部の幼虫については研究室に持ちかえって飼育し、その生態と終齢幼虫の形
態について観察した。成虫標本については，既存の知見と標本資料に基づいて分類学的研究を行なって種名を確
定し、この成虫とのCOI塩基配列の一致に基づいて幼虫を同定した．この調査・研究の過程でハバチ類の分類、
生態、分布等に関する非常に多くの新知見を得たが、その一部については３３編の論文として発表した。これに
より日本産ハバチ類幼虫同定マニュアル作成のための基礎的情報を充実させることができた。

研究成果の概要（英文）：We collected adults and larvae of sawflies in various localities in Japan. 
Some larvae were reared in the laboratory and their bionomics and morphology were observed. For both
 adults and larvae, COI sequences in mitochondrial DNA were determined. Adults were identified by 
morphological characters, and the larvae found in the field were identified on the basis of the 
agreement of the COI sequences with the identified adults. During the investigation, we obtained 
large number of new findings, part of which has been published in 33 papers. This work has enriched 
basic information required for completing a manual for the identification of the sawfly larvae of 
Japan.

研究分野：昆虫系統分類学
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１．研究開始当初の背景 
ハバチ類は、幼虫が植物を食べて育つ原始的
なハチの一群である。世界で約9000種、日本か
らは800種あまりが知られるが、分類学的研究が
進んでいないグループが多く、日本には少なくと
も 1000 種以上が生息していると推定されている。
幼虫はほとんどが各種植物の葉を食べるが、知
られているものの多くは狭食性あるいは単食性
で、生活形態のよく似たガ類に多く見られるよう
な多食性の種はほとんど知られていない。ハバ
チ類の分類は主に成虫の比較形態に基づいて
行われてきており、幼生期についての研究は大
幅に遅れている。日本から知られる800種余りの
ハバチ類のうち、幼虫や宿主植物が知られてい
るのは、断片的な記録を含めて 300 種ほどにす
ぎない。包括的な文献資料がないこともあって、
野外で見いだされるハバチ類の幼虫は、そのほ
とんどが種名を同定することができない。以下の
ような理由から、ハバチ類の幼生期についての
研究を早急に推進する必要がある。 
(1)ハバチ類の成虫は種間の形態的差異が小さ
いものが多いが、幼生期や生活史の研究からは、
成虫の形態にほとんど差のない場合でも、寄主
植物や幼虫の形態や行動、生活史に大きな違
いがある事例が多く報告されている。ハバチ類
の分類学的、生態的多様性を正確に把握する
ためには、幼生期と生活史に関する情報の蓄積
が不可欠である。 
(2)ハバチ類には農林業上の大害虫が多く含ま
れ、また発生個体数の変動が非常に大きい種が
多いため、すべての種が害虫化する可能性を秘
めている。申請者のもとにも樹木等に被害を与
えているハバチ類の幼虫の同定依頼がたびた
びあるが、その多くはこれまで害虫とされていな
かった種である。一方、地域生物相・生態系の
研究、環境評価などさまざまな生物多様性研究
の領域で、食植性昆虫の代表的な一群である
ハバチ類の同定はたいへん重要である。いずれ
の場合にも、野外で遭遇する機会が多い幼虫の
標本と宿主植物などの情報のみによって種が同
定できるような体制作りが急務であり、そのため
には基礎的な知見を早急に蓄積・整備する必要
がある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、日本各地で幼虫と成虫の資料を
収集し、これまで使われたことがなかった分子生
物学的手法を用いて成虫と幼虫の対応関係を
確定し、できるだけ多くのハバチ類幼虫の種の
同定を可能にすることを目的とする。最終年度
には、それまでに明らかになった情報を網羅し、
画像を多用した日本産ハバチ類幼虫同定マニ
ュアルを作成する。 
 
３．研究の方法 
上記の目的を達成するため、４年の研究期間内
に、１）ハバチ類の幼虫および成虫を網羅的に
採集し、幼虫についてはできる限り飼育を行っ
て宿主植物、摂食習性等のデータを収集、さら
に幼虫各齢の形態的研究を行うとともに画像デ

ータを収集する、２）各サンプルについて
mtDNA の COI 遺伝子全塩基配列もしくはその
一部の塩基配列を決定し、幼虫と成虫のデータ
を比較して両者の対応関係を確認し、さらに飼
育のデータ等も勘案して幼虫の種名を確定する。
その過程で得られた分類学的，生態学的新知
見は，できる限り速やかに論文として公表する。 
 
４．研究成果 
(1)研究用資料を収集するため、各地で調査を
行い、成虫ならびに幼虫の標本を採集するとと
もに、幼虫の生態を観察し写真撮影を行った。
一部の幼虫については研究室に持ちかえって
飼育し、その生態と終齢幼虫の形態について観
察した。写真撮影を行い特徴を記録した幼虫は、
一部飼育するものを除き、分子解析用にエタノ
ールで処理・固定した。調査を行ったのは、２５
年度が６月から９月にかけて北海道各地（篠原・
原）、７月から１０月にかけて栃木県、群馬県、長
野県、京都府、大阪府（篠原）、２６年度が６月か
ら９月にかけて北海道各地（篠原・原），７月から
１１月にかけて栃木県，群馬県，長野県，大阪府，
兵庫県，福岡県，大分県（篠原）、２７年度が７月
から１０月にかけて北海道各地（篠原・原），６月
から１０月にかけて栃木県，長野県，三重県，兵
庫県（篠原）、２８年度が７月から１０月にかけて
北海道各地（篠原・原），４月から８月にかけて北
海道、千葉県、奈良県、鳥取県、山梨県、長野
県、栃木県、愛媛県（篠原）であった。調査で得
られた成虫標本については，分子解析用にエタ
ノールで固定するとともに，同種の重複個体は
乾燥標本とした．これらについて，既存の知見と
標本資料に基づいて分類学的研究を行い種名
を確定した．タイプ標本を多く含む大阪府立大
学（堺市）と神戸大学（神戸市）のハバチ類コレク
ションを調査した。 
(2)その過程で得られた様々な知見の一部につ
いては以下の３３編の論文として発表した。１）日
本産ハバチ科コシアカハバチ属を分類学的に
再検討し、３新種を記載した。２）幼虫がハイマツ
を食するマツハバチ科トウヒハバチ属の１新種を
記載した。３）これまで未知であったコモンヒラタ
ハバチ（ヒラタハバチ科）の幼虫と生活史の概要
を報告した。４）カンバ類を食べるキアシチュウレ
ンジ（ミフシハバチ科）を日本から初めて記録し
分類学的知見を報告した。５）2 新種を含むウン
モンチュウレンジ種群（ミフシハバチ科）を分類
学的に再検討し、ウンモンチュウレンジの幼虫と
生活史の概要を記載した。６）ナツツバキを食べ
るモンクロキハバチ属（ハバチ科）を分類学的に
再検討し、２新種を記載、これら２種の幼虫と生
活史を記述した。７）日本アルプスでハイマツを
食べるマツハバチ科の１新種を記載した。８）２
新種を含むGilpinia abieticola 種群（マツハバチ
科）を分類学的に再検討した。９）クロハバチ属（
ハバチ科）の２新種を記載した。１０）これまで未
知であったアメイロハバチ（ハバチ科）の寄主植
物，幼虫と生活史の概要を報告した。１１）日本
産のマツノミドリハバチ属（マツハバチ科）を分類
学的に再検討した。１２）トキワサンザシ属の１種



を食べる中国産チュウレンジハバチ属の１新種
を記載した。１３）日本産クロハバチ属（ハバチ科
）の１新種を記載した。１４）日本産ハバチ・キバ
チ類の分類、分布、寄主植物に関する新知見を
報告した。１５）日本産マドハバチ属（ハバチ科）
の数種について寄主植物を新たに記録し、寄主
植物選択の進化について論じた。１６）日本産ク
ロハバチ属（ハバチ科）の分類学的新知見を報
告し，全種の検索表を作成した。１７）北海道の
マツハバチ科の知見を整理してまとめた。１８）
中国浙江省天目山のヒラタハバチ亜科をまとめ
３新種を記載、分子データによって幼虫を同定
した。１９）ウスオビハバチ（ハバチ科）の寄主植
物，幼虫と生活史の概要を報告した。２０）ユキノ
シタ科植物を食する初めてのヒラタハバチ科で
あるツヤクロヒラタハバチの幼虫と生態を解明し，
報告した。２１）幼虫と成虫のCO1領域の比較に
基づき、ミフシハバチ科２種の九州における分
布を確認した。２２）新種ホソマルナギナタハバ
チ（ナギナタハバチ科）を記載し、日本産同属種
の検索表を作成した。２３）新種シリアカセグロハ
バチ（ハバチ科）を記載し、東アジア産ハバチ属
２種についての分類学的知見を報告した。２４）
シモツケ属植物につく初めてのヒラタハバチ科
であるダイセンクロヒラタハバチの幼虫と生態を
解明し、報告した。２５）カンバ類を食するクロウ
ンモンチュウレンジとアオウンモンチュウレンジ（
ミフシハバチ科）を再記載し、近似種との形態的
差異について論じた。２６）これまでよく知られて
いなかったコブシハバチ（ハバチ科）の幼虫を記
載した。２７）これまで未知であったキバラマツヒ
ラタハバチ（ヒラタハバチ科）の♀を初めて記載
し，日本産マツヒラタハバチ属の検索表を作成し
た。２８）新種コミドリハバチ（ハバチ科）を記載し
た。２９）日本産ハバチ・キバチ類の分類、分布、
寄主植物に関する新知見を報告した。３０）幼虫
と成虫のCO1領域の比較に基づき、オオナギナ
タハバチ（ナギナタハバチ科）を北海道から新た
に記録し、幼虫と生活史の知見を報告した。３１
）双子葉植物を食べる日本産シダハバチ亜科（
ハバチ科）２種の寄主植物と生活史を新たに記
録した。３２）北米大陸との深い生物地理学的関
係を示唆する新種クロナギナタハバチ（ナギナタ
ハバチ科）を記載した。３３）世界のオオナギナタ
ハバチ属（ナギナタハバチ科）を分類学的に再
検討し、４新種を記載した。 
(3)以上のようにハバチ類の分類、生態、分布等
に関する非常に多くの新知見を得て、日本産ハ
バチ類幼虫同定マニュアル作成のための基礎
的情報を充実させることができた。ただし幼虫の
同定につながる分子データと幼虫の生態・形態
についての情報の蓄積は未だに十分ではない。
今後は、今回の研究期間中に得られた未発表
データの公表を進めるとともに、幼虫同定マニュ
アルの完成に向けて努力する。 
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